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ら効果的な振り返りをして次の目標を設定し、目標達

成に向けて粘り強く取り組むことができていた。また、

学習の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を

調整する様子も見られた。つまり、「課題解決サイクル」

を自ら循環させることのできる児童は、「学びに向かう

力，人間性等」が涵養されているという傾向が見られた。

この成果を発展させ、「課題解決サイクル」が「学びに

１．はじめに

１－１　研究の背景

　文部科学省より 2017 年 3月に告示された小学校学習

指導要領では、育成を目指す資質・能力として、全て

の教科等の目標が、「知識及び技能」「思考力、判断力、

表現力等」「学びに向かう力，人間性等」の三つの柱で

整理された（文部科学省；2017a)。小学校体育科運動領

域の「学びに向かう力，人間性等」においては、従前の

「態度」から内容構成に大きな変更はない（文部科学省；

2017b）。一方で、体育科運動領域には他教科と異なり指

導内容が具体的に示されているという特徴がある。こ

の具体的な指導内容と「学びに向かう力，人間性等」と

いう抽象的な概念の間に乖離を感じ、指導に困難が伴

う。そのため、この「学びに向かう力，人間性等」に対

する指導法の確立が求められている。

　第一著者の 2020 年度までの研究では、児童同士の関

わり合いを充実させることで、思考力，判断力，表現

力等を高めることに重点が置かれてきた。その結果、

児童は課題解決の過程である「課題解決サイクル（図

１）」を循環させ知識と技能をつなぐ思考力，判断力，

表現力等を高めることができた（森田；2021）。このよ

うな児童に目を向けてみると、他者と関わり合いなが
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1-1 研究の背景 

文部科学省より 2017 年 3 月に告示された小学校学

習指導要領では、育成を目指す資質・能力として、全

ての教科等の目標が、「知識及び技能」「思考力、判断

力、表現力等」「学びに向かう力,人間性等」の三つの

柱で整理された（文部科学省；2017a)。小学校体育科

運動領域の「学びに向かう力,人間性等」においては、

従前の「態度」から内容構成に大きな変更はない（文

部科学省；2017b）。一方で、体育科運動領域には他教

科と異なり指導内容が具体的に示されているという

特徴がある。この具体的な指導内容と「学びに向かう

力,人間性等」という抽象的な概念の間に乖離を感じ、

指導に困難が伴う。そのため、この「学びに向かう力,

人間性等」に対する指導法の確立が求められている。 

第一著者の 2020 年度までの研究では、児童同士の

関わり合いを充実させることで、思考力，判断力，表

現力等を高めることに重点が置かれてきた。その結果、

児童は課題解決の過程である「課題解決サイクル（図

１）」を循環させ知識と技能をつなぐ思考力，判断力，
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表現力等を高めることができた（森田；2021）。この

ような児童に目を向けてみると、他者と関わり合いな

がら効果的な振り返りをして次の目標を設定し、目標

達成に向けて粘り強く取り組むことができていた。ま

た、学習の進め方について試行錯誤するなど自らの学

習を調整する様子も見られた。つまり、「課題解決サ

イクル」を自ら循環させることのできる児童は、「学

図 1 課題解決サイクル 【図 1　課題解決サイクル】
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向かう力，人間性等」を高める効果を有するのかどうか

を実践的に検証する必要がある。そこで、「課題解決サ

イクル」を自ら循環させることができるようにするた

めに「自己調整学習（伊藤 ;2009）」の要素を取り入れ、

「自己省察段階（振り返り段階）」である「効果的な振

り返り」と「予見段階（計画段階）」である「目標の設

定」をつなぐことが、「学びに向かう力，人間性等」の

涵養の中核になると考え、以下の目的を設定した。

１－２　研究の目的

　本研究の目的は、小学校体育科における「学びに向

かう力，人間性等」の涵養を目指した指導の在り方を構

築するために、自己調整学習の形成について検証する

ことである。そこで、本研究では目標の設定や他者と

の関わりの中で、自己調整学習を形成させる教材とし

てライントレーニングを採用し、それを実践した授業

の分析から自己調整学習に対する本教材の効果につい

て検証を行った。

　本研究の目指す「『学びに向かう力，人間性等』が涵

養された児童」とは、「自ら課題解決サイクルを循環さ

せようとしている児童」のことである。このような児

童は、「効果的な振り返り」と「目標の設定」をつなぐ

ことで、自ら課題解決サイクルを循環させることがで

きるようになるであろう。また、この循環の亢進は「学

びに向かう力，人間性等」が涵養された児童の育成に貢

献すると考えられる。

２．研究の方法

２－１　手立て

（１）教材の工夫

　「効果的な振り返り」と「目標の設定」をつなぐこと

ができるように、教材の工夫をした。具体的には、体

つくり運動領域の体の動きを高める運動において、巧

みな動きを高めるための運動教材としてライントレー

ニングビンゴを教材とした（表１）。ライントレーニン

グには、一人一人が自分に合った目標を設定しやすく、

他者への援助要請をしやすいといった特徴がある（細

川・佐藤；2017）。ライントレーニングビンゴ表を完成

させるためのアドバイスをし合ったり、オリジナルラ

イントレーニングを考えたりする場面を設定し、仲間

と助け合ったり、仲間の気付きや考え、取組のよさを

認めたりする「公正・協力」「共生」を重点とした。児

童同士が動きを見合ったり、考えを伝え合ったりする

関わり合いができるようにすることで、効果的な振り

返りができるようにし、自分に合った目標の設定をで

きるようにした。

　図２には、授業実践における単元の目標、評価規準、

準備物、場づくりを示している。図３には、指導と評

価の実際を示している。

（２)評価の工夫

　「効果的な振り返り」と「目標の設定」をつなぐこと

ができるように、評価の工夫をした。具体的には、授

業で取り組む目標と自己調整学習方略の設定、および

それらを評価する内容で構成されている自己調整学習

カードを活用した。毎時間の整理段階で、目標を達成で

きたかと、選択した自己調整学習方略を用いて取り組

んだ結果について評価をするとともに、次の授業での目

標と自己調整学習方略の設定までを行えるようにした。

２－２　対象と実践時期

　埼玉県内にあるＳ小学校第５学年児童 35名（男子 17

名、女子 18 名）を対象とした。授業は、2020 年 10 月

上旬から 10月中旬までに実践をした。授業担当教員は、

教職経験年数 16年目の体育科を研究教科とする男性教

員であった。対象校の学校長と学級担任に対して研究

内容を説明し、調査等の許可を得た。

２－３　検証方法

（１）授業中の児童観察

　教材の工夫により「効果的な振り返り」をしていた

かを、授業中の観察から分析した。

（２）自己調整学習カード記述

　評価の工夫により「効果的な振り返り」と「目標の

設定」をしていたかを、自己調整学習カードの記述か

ら分析した。

（３）形成的授業評価

　児童の立場から１授業時間の学習活動を評価し、そ

の単元推移に伴う変容を検討するために、長谷川ほか 

(1995) が開発した形成的授業評価を実施した。毎時間

授業終了後に得られた回答から「はい」を３点、「どち

らでもない」を２点、「いいえ」を１点とし、平均点を

算出した。また、得られた結果から「成果」「意欲・関心」「学

び方」「協力」の４つの次元について集計し、４つの次

元の平均点である「総合評価」を求めた。各次元と総

合評価については、形成的授業評価の診断基準に基づ

いて５段階で評価した。

教材名 ライントレーニングビンゴ

高めたい能力
〇 ラインの上をリズミカルに跳んだり、跳ね

たりして進む巧みに動く能力

行い方

・ 体育館に貼ってあるラインテープを活用

し、ライン上や横を、片足や両足で連続し

て前方に跳んで進んでいく。

・ スキップや足ジャンケンのステップを、リズ

ムよく行う。

・ ステップをできばえ基準に従って友達に見

てもらい、二人以上から合格をもらえたら

そのステップを「できた」とし、ビンゴ表

に◎か〇をつける。

・ ビンゴ表のステップを組み合わせて、オリ

ジナルライントレーニングを考える。

児童同士の

関わり合い

・ チーム内のペア、トリオでオリジナルライ

ントレーニングを考え、友達と紹介し合い、

教え合う。

【表 1　教材「ライントレーニングビンゴ」】
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単元名
「体の動きを高める運動」（体つくり運動）

・巧みな動きを高めるための運動

運動の特性 〇自己の課題を踏まえ、直接的に体力の向上をねらいとして取り組む運動である。

単
元
の
目
標

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力 ,人間性等

〇 運動の楽しさや喜びを味わい、

その行い方を理解するとともに、

体を動かす心地よさを味わった

り、体の動きを高めたりするこ

とができるようにする。　

〇 自己の体の状態や体力に応じて、

運動の行い方を工夫するととも

に、自己や仲間の考えたことを

他者に伝えることができるよう

にする。

〇 運動に積極的に取り組み、約束

を守り助け合って運動をしたり、

仲間の考えや取組を認めたり、

場や用具の安全に気を配ったり

することができるようにする。

単
元
の
評
価
規
準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

① 体力の必要性や体の動きを高め

るための運動の行い方について

言ったり、書いたりしている。

② 直接的に体力の向上をねらいと

して、体の動きを高めるための

運動ができる。

① 体の動きを高めるために、ＩＣＴ

機器を活用して動き方を確認した

り、動きを見合ったり、ポイントを

見付けたりして、自己に合った運

動を選んだり工夫したりしている。

② グループで工夫した運動につい

て他のグループに見せたり、言

葉で伝えたりしている。

① 体の動きを高める運動に積極的

に取り組もうとしている。

② 運動を行う際の約束を守り、仲

間と助け合おうとしている。

③ 運動の行い方について仲間の気

付きや考え、取組のよさを認め

ようとしている。

準
備
物
・
場
づ
く
り

＜準備物＞

・ラインテープ　・音楽教材　・学習資料　

・学習カード　　・電子黒板　・タブレット型端末

＜場…体育館＞

【図２　単元の目標、評価規準、準備物、場づくり】
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図 2 単元の目標、評価規準、準備物、場づくり 



小学校体育科における「学びに向かう力，人間性等」の涵養を目指した指導法の開発

－52－

時間 １ ２ ３ ４

ね
ら
い

〇ライントレーニングのよさや行い方を知

り、やってみよう。 
〇ビンゴさせるために、自分に合った動きを選んだ

り、工夫したりしよう。 
〇チームオリジナルライントレーニングをつくろう。 〇チームオリジナルライントレーニングを紹介し

合い、ライントレーニングマスターになろう。 

指
導
内
容

・学習の仕方や進め方 
・安全な運動の行い方 
・体力の構成要素、体力向上の意義 
・ライントレーニングの行い方 

・目標設定の仕方 
・課題選択の仕方 
・活動決定の仕方 
・関わり合いの仕方 

・オリジナルライントレーニングの考え方 
（ライントレーニングの組み合わせ方） 
・ライントレーニングの紹介の仕方 

・単元の振り返り 

学

習

過

程

１ 集合、挨拶、健康観察をする。 

２ 準備運動（リズム体操）、感覚つくりの運動（リズムライントレーニング）をする。 

《オリエンテーション》

３ 単元の学習内容と本時のねらいを確認

する。 

・単元の目標

・体力の構成要素

・体力向上の意義

４ 学習の仕方や進め方に見通しをもつ。

・学習過程、１時間の流れ

・チーム編成をする（男女混合異質８チー

ム）。

・用具の確認

・学習の場づくりの仕方

・学習カードの使い方

５ 試しの運動をする。

・ライントレーニングビンゴ表

※どの用具をどこに置くのかを示した学習

の場づくりの掲示資料を用いて、安全に

短時間で準備をできるようにする。

３ 本時のねらいを確認する。 

４ ライントレーニングビンゴ表の動きを確認す

る。 

・ＩＣＴ機器（タブレット型端末）の活用

５ 自分に合った動きを選んだり、工夫したりして、

ライントレーニングビンゴ表に挑戦する。

４ ペア、トリオでオリジナルライントレーニングを考

え、チームの仲間に紹介する。 

※ライントレーニングビンゴ表の動きを組み合わせるこ

とで、オリジナルライントレーニングとなることを確

認する。

５ チームオリジナルライントレーニングを考える。

 

 

 

４ 前時に考えたチームオリジナルライントレー

ニングを紹介し合い、クラスオリジナルビンゴ

表を確認する。

５ クラスオリジナルライントレーニングビンゴ

表に挑戦する。 

・ワークショップ形式でのローテーション

６ 本時の振り返りをする。  ・学習カードへの記入 ・ねらいに沿った振り返り 
７ 整理運動をする。 
８ 健康観察、挨拶をする。

９ 後片付けをする。 

評
価
計
画

知・技 ① ②

思・判・表 ① ②

態 ① ②③

方法 観察、
学習カード

観察、学習カード 観察 観察、学習カード、ビデオ 

場面 ５、６ ４、５、６ ４、５、６ ４、５、６

図 3 指導と評価の実際 

《ライントレーニング☆ビンゴ》 

・ライン上や横を、片足や両足で素早く連続して跳んで進んでいく。

・スキップや足ジャンケンといった様々なステップを、リズムよく行う。

・素早く⾏うことで巧みな動きを、動きの幅を⼤きくして⾏うことで⼒強さを⾼めること
ができる。 

(1) リズム体操 
・アップテンポな⾳楽に合わせて、体全体を使って⼤きく動く。 
・ストレッチを取り⼊れ、準備運動を兼ねて⾏う。 
・少しずつ運動強度を上げ、⼼拍数を⾼めていくことで、動きを持続する

能⼒も⾼められるようにする。 

(2) リズムライントレーニング

・体育館に貼ってあるラインテープを活⽤し、⾜ジャンケンやケン
パー跳びを基にした動きを⾏う。 

・基本の動きを繰り返すことで、体の柔らかさ、巧みな動き、⼒強
い動きを⾼められるようにする。 

【図３　指導と評価の実際】
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３．結果と考察

３－１　児童観察からみる手立て「教材の工夫」の検証

　児童同士が援助要請をし合う関わり合いが生まれや

すくするために、学習カード「ライントレーニングビン

ゴ表」と「オリジナルライントレーニング開発カード（図

４）」を活用した。

【図４　抽出児童Ａ児の開発カード】

　第３時には、「オリジナルライントレーニング開発

カード」を活用してペア、トリオでオリジナルライン

トレーニングを考える活動に取り組んだ。自分だけで

なくペアやトリオもできるものを考えるといった条件

付けをすることで、関わり合いが生まれるようにした。

抽出児童Ａ児の「オリジナルライントレーニング開発

カード」への記述は図４のようになっている。自分とペ

アのできる「グーパーチョキ１」「アウト」の動きを組

み合わせて、オリジナルライントレーニングをつくる

ことができた。Ａ児は、考えたオリジナルライントレー

ニングについてペアの児童に言葉で伝えるだけでなく、

実際に動きをやって見せて説明することができていた。

また、友達に自分の動きを見てもらうといった援助要

請を行うこともできていた。

　単元後の感想の記述を見ると、友達に教えてもらっ

たことによりできるようになったことを喜んでいる記

述が見られた（図５）。また、自分も友達に教えたり、

アドバイスをしたりしたことで、運動の喜びを味わう

ことができていた。ペアと互いに援助要請をし合うこ

とで、主体的に学習に取り組む態度の育成につながる

ことが示唆された。これらのことから、ライントレー

ニングを教材化したことにより、一人一人が自分に合っ

た目標を設定しやすく、他者の援助要請をしやすくなっ

た。結果、効果的な振り返りをすることができ、次の

時間の目標の設定をすることにつながった。授業中の

観察においても、Ａ児はチームの友達と動きを教え合っ

たり、オリジナルライントレーニングを考えて紹介し

合ったりする様子が見られた（図６）。教材の工夫をす

ることで、児童同士の関わり合いが充実したものとな

り、「効果的な振り返り」と「目標の設定」をつなぐこ

とができた。

３．結果と考察 

3-1 児童観察からみる手立て「教材の工夫」の検証

児童同士が援助要請をし合う関わり合いが生まれ

やすくするために、学習カード「ライントレーニング

ビンゴ表」と「オリジナルライントレーニング開発カ

ード（図 4）」を活用した。 

 第 3 時には、「オリジナルライントレーニング開発

カード」を活用してペア、トリオでオリジナルライン

トレーニングを考える活動に取り組んだ。自分だけで

なくペアやトリオもできるものを考えるといった条

件付けをすることで、関わり合いが生まれるようにし

た。抽出児童Ａ児の「オリジナルライントレーニング

開発カード」への記述は図 4 のようになっている。自

分とペアのできる「グーパーチョキ１」「アウト」の

動きを組み合わせて、オリジナルライントレーニング

をつくることができた。Ａ児は、考えたオリジナルラ

イントレーニングについてペアの児童に言葉で伝え

るだけでなく、実際に動きをやって見せて説明するこ

とができていた。また、仲間に自分の動きを見てもら

うといった援助要請を行うこともできていた。

単元後の感想の記述を見ると、友達に教えてもらっ

たことによりできるようになったことを喜んでいる

記述が見られた（図5）。また、自分も友達に教えたり、

アドバイスをしたりしたことで、運動の喜びを味わう

ことができていた。ペアと互いに援助要請をし合うこ

とで、主体的に学習に取り組む態度の育成につながる

ことが示唆された。これらのことから、ライントレー

ニングを教材化したことにより、一人一人が自分に合

った目標を設定しやすく、他者の援助要請をしやすく

なった。結果、効果的な振り返りをすることができ、

次の時間の目標の設定をすることにつながった。授業

中の観察においても、Ａ児はチームの友達と動きを教

え合ったり、オリジナルライントレーニングを考えて

紹介し合ったりする様子が見られた（図 6）。教材の工

夫をすることで、児童同士の関わり合いが充実したも

のとなり、「効果的な振り返り」と「目標の設定」をつ

なぐことができた。

3-2 学習カード記述分析からみる手立て「評価の工夫」

の検証

抽出児童Ａ児の自己調整学習カードへの記述は、図

7 のように変容している。 

第 1 時の振り返りの記述を見てみると、友達アドバ

イスやモデリングを活用したことで、目標を達成した

り、動きのポイントを見付けたりできたことがわかる。 

第 2 時では、目標を達成できたことだけでなく、友

達からの援助要請に応えることができたことを記述

している。また、モデリングによって自分の動きと比

較し、自分の課題を見付けることもできている。 

 第 3 時では、「友達がよい動きをしていたので参考

にしたい」と記述しており、モデリングをして学習を

進めることが定着してきていることがわかる。 

図 4 抽出児童Ａ児の開発カード 

図 5 抽出児童Ａ児の単元を終えての感想 

図 6 抽出児童Ａ児が友達へアドバイスをする様子 
【図６　抽出児童Ａ児が友達へアドバイスをする様子】

３－２　学習カード記述分析からみる手立て

　　　　「評価の工夫」の検証

　抽出児童Ａ児の自己調整学習カードへの記述は、図 7

のように変容している。

　第１時の振り返りの記述を見てみると、友達アドバイ

スやモデリングを活用したことで、目標を達成したり、

動きのポイントを見付けたりできたことがわかる。

　第２時では、目標を達成できたことだけでなく、友

【図５　抽出児童Ａ児の単元を終えての感想】
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達からの援助要請に応えることができたことを記述し

ている。また、モデリングによって自分の動きと比較し、

自分の課題を見付けることもできている。

　第３時では、「友達がよい動きをしていたので参考に

したい」と記述しており、モデリングをして学習を進

めることが定着してきていることがわかる。

　第４時では、友達との関わり合いについての記述が

あり、援助要請をし合うことの効果を実感しているこ

とがわかる。友達からのアドバイスにより、具体的な

活動の決定をして繰り返し運動に取り組むことで様々

な動きを獲得することができていた。

　Ａ児のような姿は、本研究で目指す「自ら課題解決

サイクルを循環させようとしている児童」であり、「学

びに向かう力 ,人間性等」が涵養された姿の一つであ

るといえる。

３－３　形成的授業評価

　図８は、第１時から第４時までの形成的授業評価の

結果である。単元をとおして、評定は３～４であった。

単元が進むにつれて総合評価が高くなっており、最終

第４時では 2.76 となっており５段階評価の５に限りな

く近い評価となった。このことから、児童から見て評

価の高い授業であったのではないかと推測される。

【図７　抽出児童Ａ児の自己調整学習カード】

【図８　形成的授業評価の推移】

４．研究の成果（◎）と今後の課題（▲）

　◎ 自己調整学習の形成を意図した二つの手立てによ

り、本時の振り返りから次時の目標の設定をつな

ぐことで、自ら課題解決サイクルを循環させよう

とする「学びに向かう力 ,人間性等」が涵養され

た姿が見られ、指導法の一つを示すことができた。

　▲ 今後は、他領域、他学年においても指導計画の作成、

手立ての具体例を研究していく必要がある。
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